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のが平成 10 年（1998 年）の学習指導要領改訂で，それまで鑑賞教材のみが示されていた日本音楽に
和楽器指導が付け加えられ，より本格的な日本音楽指導が学校教育の中に求められるようになった。















































































































































































































































































































まえて，平成 20 年（2008 年）に告示された新小・中学校学習指導要領では，伝統や文化に関する教
育の改善と充実が求められ，平成 10 年（1998 年）の改訂よりもさらに踏み込んだ指導内容が織り込
まれた。
小学校の新学習指導要領における伝統音楽の扱いに関する記述は以下の通りである。






































































































《目標》 ①雅楽の楽器，合奏法の理解 ②唱歌の実践と理解 ③雅楽の歴史，楽器のルーツの理解
④笙の和音，奏法の理解（実演）⑤専門家の演奏の鑑賞
《本時の展開》（３時間）
第 1・2時（筆者による授業）「雅楽とは？」 ・楽器と楽曲のルーツ ・歴史の理解 ・笙の仕組み
と演奏法について実演と説明 ・唱歌を歌う など





























































































































音楽 第３学年及び第４学年 ２ 内容「A表現 ⑴ イ 歌詞の内容，曲想にふさわしい表現を
工夫し，思いや意図をもって歌うこと。⑷ ウ 共通教材 ［第４学年］「さくらさくら」（日本



















































鑑賞 の「⑵ ア（本論 第２章に掲載）」
(12)
と関連して指導する。







国語科 ２ 内容［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］「⑴ ア 伝統的な言語文化に関















































授業）』水曜社 2011 pp. 166-168
⑵ 芝祐靖監修 遠藤徹・笹本武志・宮丸直子著『図説 雅楽入門事典』柏書房 2006 pp. 81-82．
⑶ 鳥居本幸代『雅楽―時空を超えた遥かな調べ―』春秋社 2007 pp. 47-48．
⑷ 同上 pp. 95-98．
⑸ 小泉文夫『日本の音―世界のなかの日本音楽―』平凡社 1994 p. 21．
⑹ 文部科学省「教育基本法」（平成 18 年法律第百二十号）第１章 教育の目的及び理念 第二条 五




⑼ この名称は平成 23 年度以降のもので，それ以前は「本物の舞台芸術体験事業」という名称で行わ
れていた。
⑽ 上掲書 文科省「新学習指導要領」第２章 第６節 音楽
⑾ 同上
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⑿ 同上
⒀ 上掲書 文科省「新学習指導要領」第２章 各教科 第２節 社会
⒁ 上掲書 文科省「新学習指導要領」第２章 各教科 第１節 国語
⒂ 上掲書 文科省「新学習指導要領」第１節 総則
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On the Significance and Feasibility of the Introduction of
Gagaku to Music Education in Elementary Schools
Mariko IKEGAMI
Abstract
As a result of the focus on traditional Japanese culture in the revised Fundamentals of Educa-
tion Act and the revised government curriculum guidelines, schools have been actively adopting
traditional Japanese music in education. However, there are challenges in implementing such
music education, for example, teachers’ lack of knowledge. With this in mind, this thesis will
explore the significance and feasibility of adopting the teaching of ‘Gagaku’, the oldest traditional
Japanese music in elementary schools. This is based on the author’s own experience in classrooms
and the teaching planmodels based on the government curriculum guidelines. It will also describe
how learning traditionalmusic can allow students to fully acquire Japanese cultural sensitivity, and
relate such knowledge to other subjects such as history or literature.
Key words; Music Education, Music Education in Elementary Schools, Gagaku, Traditional
Japanese Music, Traditional Culture
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